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豫
科
敎
授
下
田
博
淠
を
淖
む
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五
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豫
科
敎
授
下
田
博
君

.

.

を悼
.

む
.

伊

東

之

助

去
る
十
月
十
九
.日
.の
夜
十
時
、
：神
责
縣
松
田
附
近
の
小
田
原
急
行
電
鐵
の
踏
切
か
セ
，
良
動
車
の
側
面
，へ
電
車
が
衝
突
し
、
そ
の
，
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慘
事
允
^

て̂
下
历
博
君
は
急
逝
さ
れ
て
し
名
つ
た̂
自
分
は
下
田
翥
と
卒
業
年
度
が
同
匕
^
あ
り

經
濟
史
學
會
の
初
め
か
ら
の
委
員
で
も
あ
り
、
.叉
三
十
前
の
血
氣
の
、ほ
は
»
|1 :
で

子̂
を

%
べ
._
た
關
係
如
ち
>
.
性
格
は
ま
る
で
違
つ 

:た
賴

極

.
と

消
«
の
，
齡

_

を

な

し

て

ゐ

乍

ら

、.
妙
に
ぅ
ま
の
合
つ
た
交
際
を
し
0

け
る
事
が

.出
來

.た
0
今
、：

本
誌
に
追
悼
の
文
シ
書
き 

:

得
る
機
會

_を
：あ
た
へ
ら
れ
た
事
は
盡
ぎ
：ぬ
：因
緣
で

：：

あ
：る
が
、

r

下
甶
君
社
後
述
め
樣
が

科
敎
授
に
な
技
、
：吏
に
は
政
治
部
面
に
も
_
足
を
延
す
と
沄
ふ
旺
勢
な
る
生
於
力

を
持
つ
て
届
だ
に
反
し

"、
自
分
は
圖
書
館
員
と
し
.て 

撒
足
し
た
狹
い

M聞
じ
か
神

%合
せ

ゐ̂

备

い

巧

從

ダ

ャ

下

却

氣

^
金
業
縝
冷

田
君
の
擧
問
的
業
繁
びk

の
：

K

と
な
奴
を
：囘
顧
知
.：哀
悼
.：の
意
5:
.
:
:
&
:
キ
い
と
息
ふ
。
：：免

.

:-
■
下
田
君
は
明
故
四
十
年
神
奈
川
縣
國
府
律
柙
に
奪
ル
、
小
田
.原
中
學
を
經
て
慶
應
義
塾
：に
入
學
、
昭
和
六
年
經
濟
歌
部
を
.卒
業
し
た
。 

自

分

と

同

，期

：で

あ

奴

乍

ら

、

'擧
举
時
代
の
同
»
と
ポ
全
く
交
涉
が
な
か
：つ
た
。
哨

見
し
た
時
、
_
办
大
ぎ
な
顏
色
0
ぁ
ま
り
良
ぐ
だ
ぃ
學
生
が
演
壇.に
ゐ
.た
が
”
.そ
：
の
ー
學
坐
が
後
か
ら
考

'へ
：
る
 

報

.

告
は
偁
聲
で
、
.然
本
聞
き
と
れ
ぬ
程
，の
早
さ
で
行
は
れ
て
ゐ
た.が
で
、
傍
聽
.の
興
味
を
失
0
た
事
を
£
憶
1;
,て
ゐ
る
0

の̂
時
の
，硏
究 

•，
は
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
アt
の
學
說
.の
出
所
を
當
時
の
哲
學
思
想̂
.の
、關
氟
か
ら
見
.る
說
及
び
濰
本
傅*.
:の
*
那g
源
說
を
排
し
て
、

マ
；丨' 

力
ン
チ
リ
ズ
ム
の
輿
敢
な
る
批
判
苕
ボ
ア
ギ.ユ
r -
1

ル
に
そ
の
先
驅
を
認
め
る
と
袞
ふ
に
ぁ
つ
て
、
そ
れ
は
後
年

「

ボ
プ
ギ
-
ル
べ
ー
ル 

’の
甯
の
本
質
論」(

，
三

田

學

會

雜

，誌

昭

和

七

、
年

七

月

)

な
‘る
論
文
'と
な
つ
て
發
表
さ
れ
た
。
卒
業
後
は
大
學
院
に
：杻
籟
.さ
れ
硏
究
を
繼
續
. 

し
た
が
、
學
說
史
研
究
は
單
に
學
者
間
ひ
個
人
的
事
情
の
穿
鑿
や
そ
の
^

の̂
思
想
.
先̂
人
0

»想
と
；の
；類
似
を
求
め...
て
聯
絡
す
：ゐ
の 

み
で
は
眞
の
迦
解
に
は*
し
得
ず
と
な
し
、
そ
の
時
代
的
背
鱟
ご
特
に
齓#'
經
贫
史
的
諸
關
係
を.鮮
明

に

：
把

撞
.し
セ

こ

：そ

初

め

て

朋

.か 

に
な
し
得
1
と
.て
、
經
濟
史
を
離
ず
る
野
村
敎
援•の
指
®
を
、も
仰
ぐ
•事
に
な
り
、
此
處
に
自
分
と
の
關
係
が
：生
じ
た0，間
も
な
く
锻
村 

敎
授
.の
下
に
經
濟
史
罄
會
が
說*
さ
れ
、.創
立
以
_

員
5:
.續
げ
衣
事
は
.旣
述
の
如
く
で
ぁ
るo
フ
ィ
ク
オ
夕
テ
:.
1
ト
.の
學
說
あ
佛
蘭 

■ 

本
主S

成
立
過
程
の
内
.に
說
财
し
、
，そ
し
て
亦
そ
の
學
說
ボ#
■
«

罾
本
主
義
に
ど
ぅ
反#
ff
l
を
及
ぼ
し
^
如
タ
經
罾
お
の
I
 

.

.ら

.、
學
說
史
の
！

k

か
ら
多
彩
な
筆
致
で
蕺
き
出
さ
ぅ
と
し
た1聯
の
論
文
が
か
く
し
て
次> 
に
發
表
さ
れ
、.'
,我
國
で：

は
寥
々
た
る
佛
蘭 

西
經
濟
史
硏
究
者
の
中
炫
特
異
な
存
在
を
築
き
上
げ
て
.行
つ
た
。
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フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
‘ア
ト
以
前
の
®:
農
思
想」(

三
田
學
會
雛
誌
昭
和
八
年
四
月

)

.

.

,.
-
,
•■
• 

「

新
マ
ー
力
シ
チ
リ
ズ
ム」(

前
同
、
八
年
十
月)
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.

.於
*
:
就
い
；.
2
録

.%

ー
'+
:

’
昭
和
七
年
に
圖
黉
館H

勤
務
さ
れ
、
.續
い
て
十
年
に
觀
科
敎
^

及
び
大
學
講
師
と
な
0

て「

»

^

原
論」

及
び「

佛
語
經
濟
學
1_
-

0

1
 

•撖
科
跃
_

下
田
傅
就
を
淖
'む

，

’

•

.

; 
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•
c
r
o

五
#)

'：
'
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.

.

. 

S

§

1

.
を
執
る
樣
や
な
つ
た
が
、
そ
の
队
經
濟
^

^

の
共
同
硏
究「

明
浒
湖
期
經
濟
史
矾
究」

笮
參
加
さ
れ
て
質
易
部
面
を
受
持
た
れ
た
。
恐 

fe
く

あ
ま
り
氣
の
乘
ら
な

い

仕
察
t

あ
つ
た
ち
'

が
、良
く
努
め
ら
れ
て「

維
新
前
後
外
國
貿
易
論」

(

慶
應
籤
敷
經
濟
史
學
會
紀
要
-

第
, 

i
梁

ニ

部)

な

.

る
論
文
と
な
つ
て
現
は

れ

、

棚

違
ひ

乍
ら
も

、

學

界

に

一

、
つ

の

衝

動

を

あ

た

へ

た

第

は

偉
と
せ
ね
ば
な

ら

な

い

。

V

卽 

ち
パ
ス
ク•'

ス
ミ
ズ
著r

德
川
時
代
，の
日
本
，及
，び
姦
濰
に
於
け
る
西
喊
：

I.

に
揭
げ
ら
れ
た
質
易
額
を
中
心
に
、
諸
'書
の
ア
レ
ン
ジ
に
ょ
つ 

•
て
畠
し
た
新
な
寒
末
の
質
易
表
は
，、
と
れ
遝
の
諸
.

と
は
反
釾
に
、
安
政
ょ
り
慶
應
末
年
に
至
る
ー
贸
易
は
連
年
の
輸
出
超
過
を
物
語

. 

.■.
-
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P

、

然
し
て
當
時
の
質
易
は
藉
府
の
獨
占
す
る
處
で
あ
つ
た
か
ら
ノ
贸
易
に
ょ
つ
て
得
た
る
幕
庥
の
利
益
は
巨
大
な
る
も
の
が
あ
り
、

, 

‘從
來
の
贸
易
を
以
て
蘼
府
を
利
せ
ず
と
見
る
の
說
'
若
く
は
翁
府
財
政
窮
乏
の
因
を
質
易
に
求
む
る
說
は

■1

顧
の
僙
値
な
L
と
論
斷

し
た
。

•
： 

’ 

：
 

'

.、

.
下
田
君
.
の
硏
究
は
之
れ
に
と
5:

ま
ら
な
い
。
，慶
應
出
版
社
で「

現
代
經
濟
新
書」

.の
發
刊
を
企
て
る
や
、「

爾
洋
經
濟
論
し
を
受
持
つ
七
，
 

‘阳
和
十
六
年
•一
一
月
之
れ
を
世
に
送
つ
た
o
.
近
々
百
六
十
頁
<0
!

小
册
子
に
過
ぎ
.
な
い
が
、
日
滿
支
蒙
を
中
棱
と
し
泰
•
蘭
印
•
怫
印
•
英
領
：
 

馬
來
•
比
律
賓
、
_

_

甸
•
濠
洲
•
英
印
を
打
つ
て
一
丸
と
す
.る
大
東
瓸
共
榮
圈
の
確
立
と
其
の
必
然
性
を
論
じ
て
、大
聚
菔
戰
爭
勃
發 

霞
前
の
is
#

界
に
か
な
か
れ
賣
行
を
示
し
、
ゼ
屋
か
ら
.
の
要
請
に
ょ
つ
-T
:
'
.改
訂
^

!

近
々
出
す
豫
史
で
あ
づ
.た
と
の
事
で
あ
‘る
.。
.

.
/ 

他
<s
#.
|1
5

、
紹
介
か
ら
»

蘭
西
の
時
局
觀
、
更
に
は
鄕
cf
c

史
な
ど
多
方
面
に
渉
る
小
論
文
が
頗
る
多
い
0」

：.又
大
政
翼
養
會
に
關
係
I 

し
た
最
近
で
は
0

.ホ
の
興
下
の
.經
濟
間
|1
:

に
も
屢
々
筆
を
及
し
た
。
.
誠
に
多
方
面
で
，あ
つ
て
、

し
：て
太
成
^

せ
た
か
つ
た
自
分
'.
-

,

'

.

.

 

に

と

，つ
，
て

は

氣

■の
多
い
と

 1
K

ふ
事
が
淺
念
至
極
，で
あ
つ
t

o

 

T-

田
君
の
政
治
的
活
躍
ば
昭
和
十
七
年
一
月
神
奈
川
縣
翼
贊
會
組
織
部
長
就
任
.に
初
る
。
尤
も
そ
の
_

ょ

り

縣

卞

各

地
'を
遯
說
し
、

•

 

戰

餘
r

生
活
，の
*

悟
に
つ
い
て
，縣
^/

を
啓
蒙
す
る
處
多
如
っ
た
が
，
組
織
部
長
に
な
る
や
、
擧
げ
て
縣
の
.戰
時
®

^

確
立
^

努
力
し
、

'

:

,

'

席
の
溫
ま
る
聞
暇
も̂

か
づ
た
由
で
あ
る
。
政
治
部
面
の
下
田■君
を
語
る
費
格
は
自
分
に
、は
な
い
が
、
於
職
中
組
つ
た
總
選
騍
に
ば
推 

薦

候
/#
の
.ポ
め
_
ら
陣
頭
指
#
し
.、
，異
氣
.の
绣
成
績
.を
收
め
た
-:
0
汁
八
¥
.

】

一
月
冀
赞
食
改
紙
と
，前

後

し

て

歐

職

し

、
.
再

び

學

究

坐

活

に 

還

ク

た

，
が

、

な

す

べ

き

-.
«
:
‘
事
は
山
積
し
て
下
田
逍
を‘待
つ
て
ゐ
た
。
計
畫
し
て
そ‘の
中
途
な
る
も
の
：で
さ
へ
南
痕
經
濟
論
の
：增
盯
、
.髙 

;M
1

の
椒
導
卞
に
我
國
所
往
办
十
六
，；
.七
_世
^

^
茁
版
經
濟
1
1
1
.
の
_
莶
親
究
、—

_し
：て
中
絕
ぜ
る.も
の
に
セ
エ
及
び.ゴ
V
ナ
ー
ル 

的
れ
つ

た

へ
,
 

ゾ
.

■

.

:

へ

,

.

然
し
他
方
、
政
‘治
进
面
を
金
•く
斷
念
し
た
釋
で
は-

決
し
て
^

^'

良
分
と
.の
最
後
の
別
れ
の
言
葉
の
；

0
-

に
も
.

1
K

は
れ
て
.

.

ゐ
た
し
、
御 

.遗
族
の
話
に
よ
れ
ば
次
の
總
選
擧
に
.は
と
云
ふ
氣
組
も
充
分
靦
は
れ
た
そ
ぅ
で
あ
る
。
大
衆
を
相
手
の
演
說
.:
.
^
>手
に
人
.
つ
て
、
嘗
て
の 

.

.如
ぎ
导
ロ
で
&

ぐ
、
落
邊
>

て
藉
^

と
說
く
あ
た
り
、
り
聞
:<
'

者
を
し
：て
感
動
せ
し
め
た
，ど
妄
成
れ
、
葬
式
當
日
高
#

敎

授

.よ

り

伺

つ

た

 

'
篇
で
は
つ
い
朱
頃
も
^

戍
病
院
で
德
演
し
、-
慰
問
演
藝
に
食
傷
し
た
傷
病
將
半
に
新
な
感
澈
%

あ

た

：
へ
た
：と
去
は
れ

'
る
0

又
支
那
、.
と
：
 

声
‘
备
も
あ
つ
炎
由
で
、©
咖
と
し
土
は
寧
ろ
か
ぅ
し
た
政
洽
方
面
；に
今
後
の
下
田
君
の
.
道
が
あ
0
.た
の
；で
は
&1

い
か
と
さ
へ
底
へ
.
.る
0
’，
 

い
づ
れ
に
.せ
よ
重
大
時
局
下
に
覇
氣
あ
る
好
'靑
•年
'を
失
つ
.た
の
は
か
べ
‘す
^

-

も
淺
念
で
あ
f

:-
.
' 

:

.

下
田
君
.は
.溫
快

活

な
.性
格
の
所
有
者
で
あ
つ
た
に
拘
ら
ず
、
案
外
敵
が
多
か
つ
た
。
彼
の
正
義
觀
に
ハ
ち
よ
つ
と
で
も
觸
れ
た
ら
最

.

. 

後
敢
然
と
糊
^.
に
打
向
つ
て
行
く
。
相
手
の
强
弱
を
問
題
と
し
なW逞
し
さ
を
持
つ
て
ゐ
：た
。
自
分
も
時.々
瞭
華
5:
:
1>
た
.デ
.そ
1:
て
.味 

方
と
な
る
時
は
贤
に
賴
毋
し
き
龙
で#
つ
た
が
.、
孜
對
わ
彼
を
敵
に
廻
す
と
赞
に
い
ま

{

し

.い
程
速
射
：的
故
執
拗
な
攻
截
を.ぅ
け
.る
,0
: 

そ
$
に
ド
田
觉
の
良
い
處
も
あ̂
が
、
誤
解
も
多
く
也
れ
た
事
と
思
ふ
。
^-
れ
ど
も
亦
そ
れ
が
落
箸
は
案
外̂
.
0ば
り
と
し
た
，も';の.で
.、 

其
の
政
治
的
手
腕
,̂

な
み
-
—

-な
ら
ぬ
は
到
底
自
分
ら0;比
べ
得
る
te
で
は
な
が
つ
た
。
下
田
君
の
•通̂-
と
；.と
ろ
、
色
々
だ
問
題
.が
起 

つ
て
は
f

起
つ
て
は
消
ぇ
た
。.

>

田
君
の
秦
も
派
手
？

人
生
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